








































































































































































































か」と指摘する（日比野 2013:26-27）。しかし、東日本大震災で設置された 28市町で 30局に





































































































































ください！』（相馬高校 2012）という <叫び >は作品の根幹をなすメッセージとして前景化さ
れて」いったという。そして最後に自殺した高校生の絶望的なモノローグで幕を下ろす（後藤 
































































この記事によると、同編集部は 3月 19日に発売された 3月 28日号について「編集部に恐怖心をあおる
意図はなく、福島第 1原発の事故の深刻さを伝える意図で写真や見出しを掲載しましたが、ご不快な思
いをされた方には心よりおわび申し上げます」との謝罪文をインターネット上に掲載したという。（最終
アクセス 2021年 2月 7日）
（2）中央日報「『朝鮮人が井戸に毒を入れた』　日本で地震後ＳＮＳに広がったデマ」2021年 2月 16日














%E6%A0%A1%E7%94%9F%E5%BE%92%E3%80%81/　（最終アクセス 2021年 2月 10日）
（5）原町高校取材部分を削除し、タイトルを変更したバージョンのみを公開している。
「南相馬からの報告」https://youtu.be/NDhu3L2S5io（最終アクセス 2021年 2月 10日）
（6）の内容は以下のページで紹介されている。
NHK「復興サポート　明日へつなげよう」
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